
経済財政改革の基本方針２００８ ～医療関連部分～
平成20年6月27日閣議決定

第5章 安心できる社会保障制度、質の高い国民生活の構築

１．国民生活を支える社会保障制度の在り方等

（２）重要課題への対応

①質の高い医療・介護サービスの確保

・ドクターヘリを含む救急医療体制の一層の整備を行う。また、産科・

小児科を始めとする医師不足の解消や病院勤務医の就労環境の改善のた

め、女性医師の就労支援、関係職種間の役割分担の見直し、メディカル

クラークの配置等を進めるほか、診療科間、地域間の配置の適正化につ

いて現行の仕組みにとらわれない効果的な方策を講ずる。その際、これ

までの閣議決定に代わる新しい医師養成の在り方（注）を確立する。さ

らに、今後は、在宅医療等地域で支える医療の推進、医療者と患者・家

族の協働の推進など、国民皆で支える医療を目指して、改革を進める。

（注）「財政構造改革の推進について」（平成9年6月3日閣議決定）において、「大学医学部の整
理・合理化も視野に入れつつ、引き続き、医学部定員の削減に取り組む。」とされているが、
早急に過去最大程度まで増員するとともに、さらに今後の必要な医師養成について検討する。
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